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Abstract 

 The present study designed to investigate similarities and differences in physical 

education and sport between Japan and New Zealand. They are both island countries and 

their sosieties had been isolated other societies. By comparing both cultures from the 

aspect of history of physical education and sport, this study was aimed to find out the 

characteristics of the insularity in physical education and sport and how they were 

different from those of continental countrise and consider the current problems of them in 

the intrenational society.

概 要

我が国とニュージーランド(以下NZ)の 地

理的 ・自然環境が島国であるという共通点が

ある。

そこで,何 か離島文化の特色 とでも云うも

のが体育 ・スポーツのなかにもあるのではな

かろうか,そ して其のなかに大陸では見られ

ない特色をみい出すことが,出 来 るのではな

いか という素朴な疑問と現状の世界的な傾 向

としての国際化 という事象を踏 まえて,比 較

体育的 ・体育史的な立場から考察 をしてみる

ことにした。

は じめに

ここ数年,NZの 体育について研究 を進め

てきたが,体 育学会(昭 和61年 度)に おいて

指摘されたように,「両国間に多 くの共通点が

見 られるのではないか」の質問については,

もっともなことで,NZの 研究 を進める以前

に今回のテーマを予測 して取 りかかったわけ

で,特 に離島の体育の特色 というような研究

を前提に何か括れるものがあるのではないか,

内容 としては文化の伝播の特色 を体育的見地

から身体教育的に生かし得 るような事象はな

いか;と いうことを模索することがかねてか

らの念願であった。そこで此の度 は,先 に述

べたように比較体育的 ・体育史的立場から我

が国の体育 ・スポーツを眺めてみることも含

めて両国の考察 をしてみることにしたわけで

ある。そこで先ず論 をすすめてい くうえで都

合のよい年表 を作 ることからはじめてみた。

何分に もNZの 場合資料入手が思 うようで

なかったので,年 表ず くりもた どたどしいも

のとならざるをえなかった。
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1NZの 体育 ・スポーツ・教育等を中心 とし

た年表,
'1642年NZ発 見

1769年 ジェームズ ・クック上陸

1814年 キリス ト教布教

植民地化始 まる

1840年 マオ リ族 とワイタンギ条約結ぶ

1845年 第一次マオ リ戦争

1848年 第一次マオ リ戦争終結

1853年 自治権を定めた憲法が与 えられ 自治

領 となる(1907年 迄)

1860年 第二次マオリ戦争

1869年 オタゴ大学設立

1870年 第二次マオ リ戦争終結

1873年 カンタベ リー大学設立

1877年 軍事教練の実施

1879年 文部省主導でマオリ族の教育

1882年 オークランド大学設立

1889年 選挙法の制定

1893年 婦人参政権が認 められる

1893年 首相セットン社会立法を制定

1897年 ウエリントン ・ビク トリア大学設立

1909年 イギリスの指導要領に基づ く補充コ

ースの実施

1913年 体育部長,文 部省によって任用され

る

1913年 労働党 と社会民主党の連合内閣成立

1917年 衛生学校の医者が体育指導にあたる

1920年 政府により主任指導官任命

1928年 体育指導要領の作成

1933年 学校体育指導要領普及

1939年 学校体育指導要領の改定

1945年 オタゴ大学に体育学部を置 く

1948年 体育学の学位設立

1951年 アメリカ ・オース トラリアとアンザ

ス条約 を結ぶ

1960年3年 制の小学校教員課程プラン作成

1964年 体育館建設用の政府補助金2倍 増 と

する

1968年 マオリの学校管理は地方教育委員会

に委任

1976年 体育関係学会誌出版

1986年 体育関係行政誌発行
1)

年表でもわかるように,NZの 場合,約350

年程度の歴史(そ れ以前は,ポ リネシアから,

渡島 してきた といわれる人々が生活 してい

た)と 史実上ではなっているなかで,今 日の

体育 ・スポーツ界をながめてみるに,実 に素

晴 らしいものがい くつか光ってみえる種目が

ある。それらは,世 界的に通用するものを持

っているということであり,そ れが現在,人

口でも,320万人程度でありながら基礎体力型

といえるラグビー,持 久力型 ともいえるマラ

ソン ・クロスカン トリーにおいてのテクニ ッ

クと,メカニズムの戦いとも言われるヨットと

いう具合に,導 入 して くれた国を追い越すま

でに,い かにして成長してきたか,実 に興味

のあるところである。現在のところ,こ れら

の解明については,精 神的(心 理的)な もの

がかな り影響しているといわれている。それ

は母国であるイギリスに追いつけ,追 い越せ

というNZの 人々特有 なイズムにあるとい

えよう,一 方ではシステム化された訓練 ・指

導 ・組織(団 体)が 年を経る毎に成果へと結

び付けてきた結果 とも捕 らえられ,こ の両面

か ら現在のような状況を生み出したものとい

えよう。ここで再び年表にもどって,NZが 発

見された頃,日 本 においては,宮 本武蔵の『五

輪の書』が世に出た頃であり,そ して後の話

題 となるラグビーの発祥の地である。ラグビ
ー校(1567・ イギリス)は ,NZ発 見以前に創

立 されてい牽 ことになる。そして1800年 代に

なって新時代を迎えたといっても過言ではな

かろう,こ の頃は日本においては,藩 を中心

に,武 芸所 ・射場(洋 式訓練場)な どが造 ら

れ,ヨ ーロッパにおいては ドイツのヤーンや

スウェーデンのリングなどが功績 を上げた頃

である。

こうして現地人 と条約 を結んだ頃は,母 国
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イギリスにおいては 『ルーラル ・スポーツ辞

典』,ス ウェーデンでは,リ ングの『体育の一

般的原理』が刊行 された頃であった。

其の後の歴史的事実 としてのマオリ族 との

戦争は,軍 事的な背景をもった ものとはいえ

集団活動としての軍事訓練が発展の兆 しを見

せてきたであろうことが予測される。 これら

は基礎体力の強化であり,自 主性や自発性 を

高 く評価するのでなく,命 令や号令にしたが

う,そ して,そ の目的行動に耐えることであ

り,こ れらに耐えることのできる体力を要求

されるわけであ.るが,目 的 とその能力と機能

を一般生活に生かす とすれば大変意義のある

心身の活動であった といえよう。 このことは,

当時の生活においては,ま だまだ体が資本的

な面が多かったわけで,上 記のようなことが

いえるであろう,NZに おいては,こ のような

対立関係にある緊張感が,島 という環境のな

かで,持 続されるわけで,こ のことが双方(マ

オ リ族 と移民)の 戦いに対する潜在的な力の

増強を計ることになり,現 在の運動文化の結

実のもとともいえる。 また,世 界 に通用する,

いくつかのスポーツを生み出す遠因の一つ と

なったといえよう。 このように国 としての成

り立ちは,遅 いのであるが,1853年 自治領 と

なり,そ れまでの移民の多 くは,高 い文化の

国からの人々であったわけで,其 の後の急速

な一国家としての文化の発展に著しい ものが

あってもおかしくないのであるが,そ の発展

段階のなかに,島 国的な ところと指摘できる

事象がなかったか,歴 史を追いなが ら再検討

していきたい。

このあと,1860年 には,第 二次マオ リ戦争

が,起 こるわけであるが,こ れに伴なう人々

の集団訓練がポジティブにできるようになっ

た ともいえ,使 用するもの,利 用する器機に

よっての身体機能訓練の進歩が,当 然あった

であろうことが,予 測 されるのである。そう

か といって,骨 肉の争いとスポーツのゲーム

性をオーバーラップさせると恐ろしい現実 と

なってしまうのであるが(闘 争本能),こ の辺

のところは,か なりの含みを持 っているとい

うことができよう。 この頃,(1869・1870年)

オタゴ ・カンタベ リー等の大学が設立 される

のであるが,く しくも,現 在身体活動教育の

メッカは,オ タゴ大学なのである。 この頃の

我が国の状況はというと沼津兵学校で初めて

身体検査を実施 したり,藩 校で遊泳科を設け

たり,天 皇の連隊訓練閲見などがあった。一

方,諸 外国では,オ ックスフォー ド大学 とハ
ーバード大学における漕艇 レースが行なわれ

たり,イ ギリスにホッケー連盟ができた り,

イタリア体育協会ができた りして,見 方によ

っては,揺 籃期を脱 していた ともいえよう。

年表にもあるように,1877年,軍 事訓練の

実施がうたわれているが,こ れは,あ る意味

で従来の訓練の集約 と同時に威嚇の意味をも

感 じさせるもの と思える。そしてマオ リ族に

対 しては,公 的機関主導でその教育に当たり,
一国 としての統一 と統率をね らったものとい

えよう。

1800年 の後半には,大 学の設立 ・選挙法の

制定 ・婦人参政権 ・首相セ ットンによる社会

立法の制定,そ して,独 立 した頃,教 育に関

しては,イ ギ リスの指導要領に基づ く補充コ

ースを設けている。

1913年 には,我 が国の文部省に相当する機

関によって体育部長が任命されている。

やがて,1917年 には,衛 生学校の医者が,

体育の指導者 となっている。

1928年 に体育の指導要領が作成 されるやそ

の普及 と改良が盛んになされ,1945年 のオタ

ゴ大学の体育学部の設立へ とつながっていき

学位の設定へ とつなが ってい くわけである。

そして,ア ンザス条約(1951年)を アメリ

カ ・オース トラリアと結ぶことによってその

交流を文化面でも行なうことにより国として

の繁栄が見 られるように,当 然のことの様に

展開されるのである。

1960年 に入 るや一段 と教育 ・体育が盛んに
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な り教員養成過程 の検 討や体育館設立 に関 し

て は,助 成金 が国か ら支給 され るよ うにな っ

た(第2次 世界 大戦 後 の 日本 と類似),そ し

て,マ オ リ族 への配慮 は この時代 に も行 なわ

れていたのであ る。

やがて,1976年 に なる と,体 育 関係学会誌

の出版 が成 され るわ けであ るが,こ の辺 の と

ころは,出 版技術や紙 の製造 な どの技術 に も

問題 があ った ことを学会誌 の 冒頭で述べ てい

る。

こうして,1986年 に ようや く体育行政 に関

す る小冊子が 出版 され るので ある。

ここで は,既 に部分的 には行 なって きたが

1960年 頃 か らの動向 を,我 が 国や諸外 国の体

育 ・スポーツ と比 較 しなが ら何 か特 有な もの

が 見出せ れば と思 い,考 察 を加 えて いきたい

と思 い,観 点 を少々変 えてみた。

そ こで,移 入性 ・伝播性 等 と同時 に,外 国

への移出性 ・波及性 について も眼 を向けてい

きた い とい うことで,移 入 の面 で は,NZに お

い ては,1970年 代 迄 は殆 どが イギ リスか らの

ものが 多 く,1976年 の 学会誌 での ピア ソンら

の論文 をみて もその ことは云 えるので あるが,

そ のなかで ピア ソンは,身 体運 動 ・体 育 ・ス

ポーツ・レク リエー ション等の最終到達点(目

的)を,オ リンピ ックに,置 いてい る とい う

ことに注 目したい。 ここで もう少々NZに っ

いて ま とめてか ら我 が国 との比較 を再度行 な

うことによって,離 島性 的な もの を導 き出 し

てい きたい。先 に も上 げた,1976年 の初 の体

育系の学会誌 ともい える 「TheNatureand

MeaningofSportinNewZealand」 の なか

でのア レン(D.J.Allen)9-6)のrBeasport」

や ピア ソ ン(KentPearson)9-1)に よ る。

・Meaning,andM・tivati・ninSp・ 貢)9-1)

の な かでNZの ス ポー ツは,あ くまで もイギ

リスか ら渡 って きた もので,ま た,ス ポー ツ

その もの は,イ ギ リスで発生 した もので,ギ

リシャや ローマで云 々 とい うこ とは全 く考 え

てい ない。 こうした概念 と論拠で スポーツを

考え,そ して,次 のような本質 と意義のもと

に,規 制を計 ろうとしているかのようにおし

すすめられていることこそ,こ の時代 までの

NZの スポーツを考えるとき離島(一 国至上)

という条件を無視することはできないのでは

ないか と思われる。

この本質 と意義 とは,ジ ョーン・ヒンクリ

フ(JohnHinchliff1987)9-3)は,次 のように

述べている。『スポーツは,オ ー トメーション

や組合の労働短縮の協定や,レ ジャー産業の

賜物ではない。また,電 子技術に保障された

もので もない。それは背景の変化 と混同され

るべ きものではない。……スポーツとは,む

しろ積極的な生命 との契約であ り,自 由の表

現であり,文 字 どうり生命の表現 と祝福であ

る』。

これにたいして,ミ ルス(Mills1959)9-1)

は,『社会におけるスポーツは,社 会の本質の

自覚や,社 会で主流になっている文化的価値

観な ども含んでいる』 と強調 している。スポ
ーツの本質は,不 変的ではあるが,そ の副次

的文化 としての価値ずけや,人 々の動機ずけ

は,社 会の変遷 に大きく,影 響されるのであ

る。上記のような考えのなかにNZに おける

スポーツの存在は,次 のように,ま とめるこ

とができると思われる。それは,や はりイギ

リスを発生の地 とし,イ ギ リスで考えられて

いる体育 ・スポーツの思想が,や はり根底 と

なっていることを,否 定することは,1980年

初頭まではできなかったであろうし,そ れ以

後の多次元的社会 ・文化交流のなかにおいて,

アメリカの影響 を大 きく受けるのであるが,

その根底には,概 念 としてのイギリスイズム

を取 り払 ってしまうことはできないであろう。

そのイギリスの体育 ・スポーツの意図すると

ころは,チ ームゲームが主体 となっており,

紳士の伝統 を重んずる点で,古 代ローマのも

のとは,全 く異なり,マ レァ(Malea1972)
9-1)によれば,

1.紳 士の伝統 ㌦
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2.ヒ ューマニズム(人 間性重視)

3.雄 々しさの伝統

という3つ の価値観に分類される。マレア

の言うヒュー一マニズムとは,バ ランスのとれ

た,徳 性 ・知性 ・肉体の発達を重視するもの

であり,雄 々しさとは勇気の質や忍耐,忠 誠

心,協 力 とパー トナーシップを指 し,紳 士の

伝統 とは,身 体の武勇,他 者 との公正 さ,勝

利のなかの謙遜,敗 北のなかの快活や栄光を

指す としているが,こ のようなスポーツ精神

とも言われるような本質的なものがそのまま

NZの なかに抵抗無 く持ち込まれたのではな

く,当 時のNZ社 会が発展途上国であったた

め,ス ポーツの価値観に労働の価値観が結び

つけられて調和していったことをピアソンは

指摘している。そしてピアソンは労働の価値

によってもたらされたものとして次の3点 を

上げている。

1.身 体的武勇の強化

2.ス ポーツゲームのより一層の組織化 と

競争化

3.ス ポーツが,よ り一層,技 術的,商 業

的になった

の3点 である。

この三者 とも根底 とする理念 は同じであっ

て,そ れは,イ ギリスの体育 ・スポーツを中

心に考えたうえで,現 状のNZの 体育 ・スポ

ーツを分析し,展 開 と同時に将来のNZの 姿

を予測 し,そ の方向へ導 くための論理構成を

うたいあげているように思える。いずれにせ

よNZの 立場からすると,渡 来文化の範ちゅ

うに入 るもので,こ の現象は,20世 紀初頭

までとは,少 々勝手の違 うものであった。そ

れは,教 育制度的に一緒に移入されたなかに

あったもので,前 記の年表のように,1900年

代初頭,具 体的には,1913年 の文部省による

体育部長の任命にあるということになるが,

まさに 「文化のもとには思想がある。」といわ

れるが,NZの 場合 も正に其の通 りにあては

まる体育活動が展開されたといえよう。 これ

までに羅列 してきた年代の変転 とともに,

NZの 体育・スポーツは,現 在の国際化の波に

乗って一層の進歩 と変遷を多次元文化による

社会構成の見本のような状況にあるようであ

る。

さて,一 方,日 本の場合は,と いうと次の

ような年代的変遷をたどるわけであるが,こ

の場合史実の年代の年次羅列は,日 本の体育

史ではなく,客 観的に史実をとらえることの

できると思われる外国人のまとめた体育史 と

して,D.B.ヴ ァンダーレン・B.L.ベ ネット

の共著による 「体育の世界史」の見地 を利用

し,本 研究のまとめへ と近づけていきたい。

日本の場合,他 国からの文化を,よ り多 く,

また,よ りよく吸収し,初 めは,現 在の中国

のものであった。それらと自国のものをうま

くミックスして,約10世 紀に渡って取 り入れ

た ものを柔道,剣 道,蹴 鞠,流 鏑馬,等,古

代 ・中世のスポーツに,生 かしている。そし

て中世の武士道 と結び付いたスポーツへ と別

れてい くと同時に近世への足掛 りとしている。

しかし,そ の間,鎖 国などの政策や幕府の安

泰のための行政は,か なり活動を制限 したり,

階級制度によりセーブをさせたり,形 成,華

美 といった形での体育 ・スポーツとしてのも

のであったが,1868年 の明治に入るや,躍 進

的な時代がスター トするのである。そして,

1872年 には体育は,学 校教育のなかで必修科

目となった。(NZの 場合の1937年 と同程度の

ものが発効 したもの と推測される)

1878年 体操伝習所がで きる

1913年 スウェーデン体操が紹介 される

(NZで は,1909年 にイギリスより紹介 され

ている)

1928年 衛生に関しては,体 育に吸収される

(NZの 場合 は,1917年 に衛生指導者が体育

を指導する制度が実施 された)

1931年 一層軍国主義的傾向,強 くなる

1941年 体操科は,体 錬科 と変わる

1947年 民主的,科 学的な原則 に基づいて指
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導要領が改定された。そして体育科

となる

同時に大学に体育を必修 とした

1947年 レクリエーション協会設立

社会体育振興のための組織ができる

尚,少 々追補してみると,20世 紀初頭には,

バスケットボール ・バレーボール ・集団ゲー

ムが紹介 された。 このように,19世 紀を変 り

目として,海 外よりの体育文化の移入がなさ

れるようになった ともいえる。

1926年,1936年,1941年,と 要目の改定を

しているが,こ の根底には,ア メリカナイズ

されたものが多いが,結 果 として,軍 国主義

的風潮(1926年 ～1935年)が あった とされて

いる。これも1926年,軍 事教錬教授要項が作

成 されているところからも,こ のようなこと

がいわれる所以であると思われる。

いずれにせよ客観的にみた日本の体育史の

内容で,自 国意識をもって,細 か く当たって

みても訂正の余地はないが,内 容 としては貧

弱であることは免れられない,後 述のなかに

上記年代や内容について,部 分的には本研究

のまとめに必要な部分は他の資料をも参考に

おしすすめていきたい。

まとめ

上記の ような考察 を した結果,次 の ような

類 似点 を上 げる ことが できる。

1.自 然 環境が似 ている。

2.互 い に自国の ものでな く移入 された体

育 ・スポーツが主軸 となってい る。

3.国 内 において,特 有 なスポーツ を生み

出 している。

日本 軟 式(テ ニス ・野球 ・卓球)等

NZNZラ グ ビー,ス テ ィ ックゲ

ーム等

4.上 記 の もの は,海 外へ の影響力 を もっ

た。

5.と もに19世 紀 になって其 の内容,外 観

に充実が見 られる きざ しを見せている。

6.特 に過去20年 位 が,他 国の影響が強 く

なっている。

7.従 来 は,交 流 に色 々な意味での制 限が

あった。

8.時 流 の意味 での国際化 は,と もに数年

前か らといえ よう。

9.両 国 ともに持 久力型スポーツ にちかい

ものが互 いに強か った。

10.少 数 支配 の原理 により,統 一組 織が作

られていった。 これ らの過 程のなかで

体育 ・ス ポー ツ も育 まれた。(こ れ ら

は,体 育 ・スポーツの指導,運 営 には

好都合 とい えよう)。

11.と もに移入文化(体 育 ・ス ポー ツ等)

の吸収力 が ともに優 れていて,し か も

それが短 期間であ った。

12.体 育 の面 で見て も。

1.Militarydrill

2.Physicaltraining

3.Physicaleducation

4.Sportandrecrieition

この 順序 も同 じ様 な経路 で現在 に至 っ

てい る。

一方
,相 違点 についてあげてみ る と。

1.NZは,衛 生学校 を修 めた者が体育 を指

導 していたのが始 めで,「始 めに保健 あ

りき」 であった。

2.20世 紀 までは,殆 どNZは,他 国か ら

の影響 は,イ ギ リスの みか,イ ギ リス

を とうしてで あった。(体育 もスポーッ

も)

3.NZの 場 合 は,ス ポー ツの頂点 をオ リン

ピックに置いてい るが,日 本 の場合 は,

必 ず しもそうで はない。

4.複 合 民族(日 本),狩 猟 民族+白 人(NZ)

な りの種 目の 内容,種 類 に違 いが ある。

5.日 本 では,野 球 が盛 んで あるが,NZで

は,ク リケ ッ トが盛 んで野球 について

は殆 ど普及 して いない。
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6.NZは,バ ックグランドは,イ ギリスで

あり,日 本のバ ックグランドは,ア メ

リカであるといえよう。 と同時にイデ

オロギーの違い。

7.経 済大国といわれるようになった日本

の場合,他 国との接点が多 くなり,技

術情報が多く入 って くる様 になった。

また,ハ イテクにより関係器機備品,

服装等の進歩がかな りあった。

8.両 国の世界的に通用する種目数の違い

がある。

9.伝 統的に強いもの となると,日 本は,

NZほ どではない。

以上両国を比較 し相違点 と類似点を上げて

みたが,本 研究 をとうして,島 国性 ・離島性

というようなものが類似性のなかにもっと強

く出て くることを期待したのであるが,島 の

単位が もう少々小さければ,例 えば,八 丈の

鬼太鼓や沖縄の空手のように,護 身 ・戦闘の

ためのものが生み出されるような事態があっ

てもと思ったのであるが,予 測したほどでな

く,兆 しとして捕 らえる程度ならば,NZの
寒Poi"ダンス

,.TakuPaty,ス テイツクゲー

ムなどが上げられるが,い ずれにせよ離島性

といえるかどうか,NZの 場合のように偏っ

た文化の伝播が19世 紀まではあった というこ

とができる程度ということになる。

結論として,「離島性」 とか,「 島国根性」

というようなものは,現 代の国際化の波のな

かでは,存 在し得ない事象で,筆 者 としては,

未だ見落 としているものもあろうが,現 在の

ところ,歴 史の過程のなかに,何 とな く概念

づけられたものを追ってきたような結果 とな

った。
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